
コンクリート充填角形鋼管連続壁工法の開発と現場施工試験コンクリート充填角形鋼管連続壁工法の開発と現場施工試験コンクリート充填角形鋼管連続壁工法の開発と現場施工試験コンクリート充填角形鋼管連続壁工法の開発と現場施工試験

住友建設株式会社 ○正 諸田 元孝 正 山地 斉 代田 敏彦

二村 五郎 土井 秀人 伊達 峰司

首都高速道路公団 峯村 智也

１．はじめに

都市部での開削トンネルのような地下構造物の構築に

おいて，建設用地の制限等から仮設土留め壁を本体壁に

利用する工法が注目を集めている。コンクリ－ト充填角

形鋼管連続壁工法は，ソイルセメント壁内にコンクリ－

トを充填した角形鋼管を建て込むことにより，高耐力の

土留め壁を構築し，さらに，これを地下構造物の本体壁

， ，として有効に利用することで 建設用地の省スペース化

コスト縮減，工期短縮を図るものである。本稿では，工

法の概要および本工法の実用化に向け，その施工性等を

。確認するために実施した現場施工試験について報告する

図－１ 工法概要図２．工法概要

本工法の特徴は，ソイルセメント壁の芯材にコンクリ－トを充填した角形鋼管を採用したことであ

る。芯材の角形鋼管には，本体壁として利用するために頂版や底版位置の要所に強固なダイヤフラム

（隔壁）を設けているため，その鋼管内部をコンクリ－トで充填することにより鋼とコンクリ－トの

合成構造となり，耐力が高まる。大きな軸力が作用した場合に特に効果を発揮し，既存の工法よりも

壁厚を薄くできる。コンクリ－ト充填角形鋼管を利用した土留め壁と頂版，底版および内壁との結合

方法は，曲げ鉄筋，せん断鉄筋を溶接または機械式継手により接合する方法を採用した。また角形鋼

管には，建込み精度の確保と止水性の向上を目的として，通常鋼管矢板に用いられるパイプ－Ｔ型継

手が取り付けられ，鋼管相互を連結しながらソイルセメント壁中へ建て込まれる。以上の特性を生か

し，本工法が特に有利となる条

件は以下の通りである。①大深

度掘削や近接施工で，高耐力・

高剛性の地下壁が必要となる場

合，②建設用地の制限により壁

厚をできるだけ薄くしたい場

合，③大深度又は上部構造物が

あるために構造物の側壁に作用

する荷重が大きい場合，④漏水

図－２ 施工試験平面図を確実に防止する必要がある場合。

３．現場施工試験概要

さいたま市で建設が進む首都高速道路公団ＯＥ 工区( )トンネル工事の土留め壁は，厳しい変位22 2
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図－３ 施工手順図

制限があり，壁厚 のソ900mm

イルセメント壁（ＣＲＭ工法）

中に が密に配置されH-700x300

ている。施工試験では，図－２

に示すように，このＨ形鋼と同

等の剛性を確保するコンクリ－

ト充填角形鋼管を配置した。本

施工試験の主な目的は，①鋼管

の建込み施工性および施工精

度，②掘削後の鋼管間継手部の

写真－１ 角形鋼管 図－４ 施工試験規模止水性能を確認することである。

試験は，あらゆるソイルセメント連続壁工法に対応できるように，連壁掘削後の泥水中に鋼管を建て

込む先行エレメントと，ソイルセメント打設後に建て込む後行エレメントの２エレメント実施した。

４．施工試験結果

泥水中への建込みに要した時間は

～ 分であり，Ｈ形鋼の場合と同20 30

様のサイクルタイムで問題なく施工で

きた。また，ソイルセメント中への建

込みは，浮力が大きく鋼管重量を上回

るため，鋼管内に注水しながら所定の

深度までの建込みを完了した。施工精

度については，超音波溝壁測定器によ

1/1000る精度確認の結果，鉛直精度で

程度以下，また芯材頭部位置における

施工誤差で 程度以下であり，本20mm

体構造物としての利用に対し問題ない

写真－２ 建込み状況 写真－３ 建込み完了レベルであることが確認された。

５．おわりに

本工法は，建築工事などで市場性が高い角形鋼管を合成構造土留め壁として本体地下壁に利用する

ことにより，ＲＣ地中連続壁や鋼製地中連続壁など既存の本体利用土留め壁に比べ経済性に優れる。

また，仮設土留め壁による従来工法に比べても，用地を含む建設コストを削減できるものと考える。

今後は，今回施工した鋼管間の継手部分の止水性確認，さらに鋼管と床版および内壁との接合部に関

， 。する耐力確認等の要素試験を実施し 本体構造物としての品質を満足することを検証する計画である
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